
  国際ロータリー第 2790 地区第 3 分地区 B 

市原ロータリークラブ会報 
 第 2224 回例会 2009 年 7 月 22 日（水） SAA/加藤会員 会報担当/平野会員 
  例会場五井グランドホテル 市原市五井 5584-1 事務局 0438-38-3535 

★点鐘 市原 RC 会長 千葉精春  ★ソング 奉仕の理想  
★お客様  国際ロータリー第 2790 地区ガバナー 中村博亘様    第 3分区 B ガバナー補佐 大木喜彦様 

★市原 RC 会長 千葉精春  

●会長挨拶 

中村ガバナーにおかれましては、年度が始まり 3週間が過ぎ 

また先週より各クラブへの公式訪問も本格的に始まり大変お忙しい日々のことと存じます。 

そんな中、本日両クラブのためにご訪問して頂きありがとうございます。 

また、大木ガバナー補佐におかれましても先週火曜日・水曜日の連日、両クラブのクラブ協

議会に続いてのご訪問ありがとうございます。 

今日はガバナーの卓話を皆さん楽しみにされてるでしょうから、一点のみご報告させて頂きます。 

本日午前 10時ならびに 11時から両クラブ会長・幹事とガバナーとの懇談会がガバナー補佐ご同席のもと開催されました。 

ガバナーは両クラブの現状を的確に把握されており、的確にいろいろなアドバイスを頂きました。ありがとうございます。 

★お客様挨拶  

ｶﾞﾊﾞﾅｰ 中村博亘様  

今年度ｶﾞﾊﾞﾅｰを務めます中村です。どうぞよろしくおねがいいたします。 

鈴木ﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾞﾅｰ、斉藤ﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾞﾅｰ、白鳥ﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾞﾅｰを輩出している 

伝統ある両 RCの例会に出席でき光栄に存じます。 

すばらしい活動計画書で逆に勉強させられました。どうぞ素晴らしい活動をお願いいたします。 

 ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐 大木喜彦様 

中村ガバナーの情報を発信、委員会のお手伝いをしてまいりたいとおもいます。 

市原 RC、市原中央RC伝統あるクラブです。どうぞ 1年間宜しくお願いいたします 

   

   

★卓話 

中村博亘ガバナー 

2009-2010 年度ガバナーに就任致しました柏西RCの中村でございます。 

2007 年 10 月に皆様方にご指名頂いて以来、一年半、 

大役をはたせるか迷いながら過ごしてきたガバナー研修期間でした。 

皆様のご協力を頂きながら頑張りますので宜しくお願い致します。 

本日午前中、市原 RC、市原中央RC 両クラブの会長・幹事さんとの懇談会を致しました。 



両クラブともすばらしい活動をされておりすばらしい限りです。 

今、ロータリーも新しい世紀を向かえ、変革を求められています。 

ポール・ハリスは「世界は常に変化している。ロータリーの物語も幾度も書き換えられなければならない。」と述べています。 

私は今年度地区テーマとして「Change ＆ Create」と「恕」を掲げました。 

ロータリーは過去一世紀、「超我の奉仕」の標語のもと、「奉仕の理想」を求めて邁進してきました。 

創世記のロータリーはシェルドンの最初の標語「He profits most Who serves his fellow best」にもあるように友人間の相互扶助

から始まりました。1910年代の激しい論争を経て 1923 年の決議 34、いわゆる「決議 23-34」により職業奉仕を礎石としたロータ

リーの実践哲学が形成されました。その奉仕の方向もロータリー財団の法人化に伴い地域社会から世界社会へと広がりまし

た。1947 年に始まった国際親善奨学生制度の教育的プログラム、1965 年からは人道的プログラムと急速に拡大の一途をたど

りました。クラブ中心奉仕から地区へ、そして RI 主導の奉仕活動へとその方向は変わってきておりますが、「超我の奉仕」の心

は変わっておりません。我々一人一人の｢善意｣は、それを必要とする世界中の人々に Share され、そしてその人々の喜びと感

謝の気持ちが心に profit としてかえってきます。最近ロータリーの「I serve」に疑問を投げかける人がいますがこの share する心

が「I serve」と私は考えています。 

今年度 RI 会長ジョン・ケニー氏は「私たち一人一人は、いわば過去を未来に繋ぐ鎖の輪のような存在で、大いなるロータリーと

いう伝統の一部を成しているとたとえる事ができます。良きロータリアンとなるには、昨日より今日の方が多くの努力を伴いま

す。そして、今日より明日の方がもっと多くの努力を求められるでしょう。 

ロータリーの未来はシカゴ郊外、エバンストンにある RI 本部で形づくられるのではなく個々のロータリークラブによって形成され

るのです。ロータリーの針路を決めるのは私達自身の日頃の行動です。 

1920年代後半に確立し、約80年間続いてきた四大奉仕委員会も2004年の理事会にて承認されたＣＬＰの導入により四大奉仕

部門という位置付けに変わり、新しく五常任委員会が新設されました。しかしこれは四大奉仕が無くなった訳ではありません。 

四大奉仕の精神はロータリーの綱領の中に記載されている通りですし、また、この奉仕の理念を新しい五常任委員会に生かし

ていかなければなりません。ＣＬＰはロータリーの長期計画を達成するために必要な「効果的なクラブ」を作るために必要な最善

の手段であり、推奨すべきクラブの管理運営機構です。2004 年以降、世界中の多くの地区で採用されてきております。 

ロータリーは本来、ロータリアン一人一人の奉仕の理念に支えられているものです。貴方自身が主役です。 

ロータリーの歴史は我々一人一人が創っていかなくてはなりません、私は皆様と共に、新しいロータリーの一頁を創り出す努力

する所存です。どうか一年間宜しくお願い致します。 

★ニコニコ・ソーリー
 

ｶﾞﾊﾞﾅｰ中村博亘様ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐 大木喜彦様 

中村ｶﾞﾊﾞﾅｰの公式訪問、よろしくおねがいいたします。 

千葉会長・泉水幹事           

中村ｶﾞﾊﾞﾅｰ、大木ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐には本日ありがとうございます。 

1 年間のご活躍をご祈念もうしあげます。また、会員の皆様ご出席有難うございました。 

斉藤会員  中村ｶﾞﾊﾞﾅｰ、大木ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐のご来訪を歓迎して 

白鳥会員  中村ｶﾞﾊﾞﾅｰようこそおいでいただき、ご指導有難うございました。今後とも宜しくお願いいたします。 

小池会員  大学の 4年先輩の中村ｶﾞﾊﾞﾅｰにご教授頂きまことに有難うございます。 

病理学者らしい細かいご指導感謝申し上げます。 



№2 

★クラブ協議会 

● 「開会の辞」 会長挨拶 千葉 精春 

クラブ協議会です。 

各委員長さん、そして中村ガバナー、大木ガバナー補佐には続けて宜しくお願い致します。 

さて皆様ご承知の通り、中村Ｇは今年度地区テーマとして「Change ＆ Create」 

そして「“恕”思いやりの心」を掲げております。 

ＲＩ会長のテーマは「THE FUTURE OF ROTARY IS IN YOUR HANDS」です。 

まさにロータリーの未来の向け今こそ Change しようです。ロータリーは 104 年前にアメリカ イリノイ州シカゴにて誕生しました。

その生みの親であるポール・ハリスも言っております。「世界は常に変化している。ロータリーの物語は幾度も書き換えなければ

ならない」と。まさに中村Ｇの思いは、ポール・ハリスの意とするところかと思います。 

アメリカ シカゴ、Change というと皆様すでに何かを思い出しているかと思います。そうです。アメリカ合衆国第 44 代大統領バラ

ク・オバマはハワイ生まれですがその後シカゴに移り住み政治家としてのデビューはシカゴ、すなわち イリノイ州上院議員でし

た。そして昨年の予備選挙で“Change”をモットーに掲げて圧倒的支持を得てこの１月に大統領としてデビューしました。 

中村Ｇもガバナーとしての実質的なデビューはこの 1月のアメリカでのガバナーエレクトとして出席した国際協議会でした。 

まさにシカゴ、Change, 1 月・・・まさにロータリーもアメリカのみならず世界もChange の時です。 

しかし「変えていいことと、変えてはいけないことがある」とはポール・ハリスも釘をさしております。 

すなわち「ロータリーの基本的な理念は変えてはならない」といっております。 

しかし、バラク・オバマを含め一国の宰相は通常圧倒的な支持を得て就任しますが、 

ロータリーのガバナーは最初から圧倒的な支持のもと就任する訳ではありません。 

その評価はガバナー年度の一年をかけて叙々に、また将来にわたり評価されるものです。 

地区ガバナーは地区ロータリアンに対してその方向性を示す責務があります。 

まさに中村Ｇは「Change ＆ Create」でその方向性を示されました。しかし 

世の中“事なかれ主義”的な方も多く、Change を掲げますと必ず反発もあるものです。 

私ども当地区のロータリアンは、中村ガバナーに大変な期待をもって見守らせて頂いております。 

まずは健康第一です。どうか十分ご自愛頂きご活躍をご祈念申し上げます。 
●委員会発表 

2009-10 年度 ｸﾗﾌﾞ奉仕委員会西村委員長、職業奉仕委員会始関委員長、新世代育成委員会齋藤委員長 

国際奉仕委員会山本委員長 よりクラブ活動計画書のとおり 活動方針、活動計画の発表 

●クラブ協議会    

●ｸﾗﾌﾞ奉仕委員会西村委員長
 
●職業奉仕委員会始関委員長

 
●新世代育成委員会齋藤委員長

 
●国際奉仕委員会山本委員長

 

    



★中村ガバナー講評 

出席率を高めて活発なｸﾗﾌﾞ活動を心がけてください。会員増強、退会者の低減に努めてください。そのためにはﾛｰﾀﾘｰの情報

の伝達を活発に、CLPの研修、職業奉仕の指導等を積極的に行って下さい。 

1 年間すばらしいﾛｰﾀﾘｰ活動を行ってください。 

★ 出席報告  

前々回確定 100％ 本日出席 36 名  欠席 9 名 本日出席率 80％  

●ガバナー公式訪問 

 

●市原中央 RC ●市原 RC 

  

●斉藤ﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾞﾅｰ乾杯挨拶 ●懇親会 

   
 


